






結語 

超未熟児 10例の生後の経時的甲状腺機能変化,および未熟児 6例の交換輸血前後の甲状腺

機能の変化を観察した。その結果,未熟児のクレチン症スクリーニングには生後早期と体重

が 2,500g になるころの 2回採血するのが適切と考えられた。また交換輸血を行う時には必

ず交換輸血前に採血する必要があった。 


